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４． 完全人工光型植物工場でのスプラウト類の高付加価値生産

　太陽光を利用せず人工光のみを用いた植物工場で、生産コストを従来よりも３割削減する生産技術に
ついて、スプラウト類を対象に実証試験を行っています。

【実証内容】 【これまでに得られた成果】
ア．レタスに比べて栽培期間が短いスプラウト類

で実証試験を行っています。
イ．人工光源下での生産に適したスプラウトの品

目や品種の選定を行っています。
ウ．光触媒反応水（登録商標）や高保水培地など

を利用した発芽・生育促進技術を検討してい
ます。

エ．ＬＥＤ等を用いた特定波長の光照射による機
能性成分向上技術の検討を行っています。

オ．これらの技術の組み合わせによって、現状の
植物工場でのレタス生産と比較し生産コスト
の 3 割削減を目指しています。

【コンソーシアム参画機関】
中原採種場㈱、アグリ食品㈲、㈲Ｋ２Ｒ、㈱ネッ
トワークテクノス、九州大学生物環境利用推進セ
ンター、北九州市立大学、九州沖縄農研

　赤い胚軸と緑の子葉のコントラストが鮮やかな
「ルビーかいわれ大根」、あるいは、子葉と胚軸がと
もに赤紫色に着色する「サンゴかいわれ大根」が完
全人工光型植物工場での栽培に適していると考えて
選定しました（図１）。「サンゴかいわれ大根」は通
常のかいわれ大根より機能性成分が多く含まれてい
ます。
　実証試験では、光源にインバータ式の Hf 蛍光灯

（三波長）を用いた６日間で１サイクルの栽培工程
を作成しました（図２）。作成した栽培工程で「ルビー
かいわれ大根」については昨年５月から今年３月ま
で、「サンゴかいわれ大根」については昨年７月か
ら今年３月まで試験出荷を行いました。
　これまでの実証試験により、スプラウト類の栽培
工程に必要な電力量はリーフレタスの栽培に比較し
て大幅に少なくなると試算しています。

【施設野菜研究グループ　渡辺 慎一】

図１ 「ルビーかいわれ大根」（左）と「サンゴかいわれ大根」（右）

図２ 作成した栽培工程
緑化（明所）（3〜6日目）パック詰め、出荷（6日目）
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